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本を大切にしよう
図書館では 1冊の本をできるだけ長く、みなさまに利用していただけるよう、本の修理を行っ
ています。図書館の本に時折、切り取りや書きこみの跡、飲食物のシミなどが見受けられること

があります。

本を扱う際は、今一度ご注意ください。
※ 書きこみ・切り取りはしない
※ 食べ物・飲み物は傍に置かない
※ 雨の日は本が濡れないよう袋に入れる

もしも、汚れてしまったり、破損してしまった場合、また、本棚にそのような本が見つかった場

合は、お知らせください。

× セロハンテープは絶対に貼らないでください。×

図書館の本は、市民のみなさまの大切な共有財産です。次に読む人が気持ち良く利用でき

るよう、ご協力をお願いします。
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セロハンテープ
セロハン・のり共に経年劣化（変色など）しやすく、
貼ると粘着剤が本に残るなど、傷みの原因になります。

・1面：本を大切にしよう
・2面：今月のテーマ展示「認知症・介護に寄り添う」
・3面：研修感想文紹介／おしえて！トモちゃん レファレンス事例紹介
・4面：図書館カレンダー・定例行事／電子図書館 新着書籍紹介

★ TOPICS

残暑厳しい折、みなさまいかがお過ごしでしょうか。

川西市の市花・りんどうは、9月の誕生花の一つとされています。

花言葉は誠実・正義感・悲しみに寄り添うなど。美しい青紫のイメージ

がありますが、白い花を咲かせる品種もあるようです。

図書館には川西市近辺に生息する動植物や里山に関する資料も

ありますので、興味のある人はぜひご覧ください。
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今月のテーマ展示（中央図書館 入口横壁面）

9月 21日は「世界アルツハイマーデー」です。また、日本でも 9月は「認知症月間」と定められて
います。図書館では認知症と介護に関する本を紹介します。

「 認知症・介護に寄り添う」

『わかりやすい！「認知症」の世界が変わるガイドブック』
工藤 喬/著 きずな出版 493.7/ｸﾄﾞ/24

『認知症の人の心がわかる本 介護とケアに役立
つ実例集』
杉山 孝博/監修 主婦の友社 493.7/ﾆﾝ

『認知症ポジティブおばあちゃん』
だんだん・えむ/著 フォレスト出版 493.7/ﾀﾞﾝ

『認知症ってそもそも何ですか？』
朝田 隆/著 Gakken 493.7/ｱｻ

認知症とは？まず認知症を知ることから始めよう

介護とケアのしあわせナビゲート!

『図解でわかる認知症の知識と制度・サービス』
石原 哲郎/編著 中央法規出版 493.7/ｲｼ

『気がつけば認知症介護の沼にいた。』
畑江 ちか子/著 古書みつけ 369.2/ﾊﾀ

『本人と支援者が教える!認知症になったあとも
「ひとり暮らし・仕事」を続ける方法』
かもした まこと，来島 みのり/著
翔泳社 493.7/ｶﾓ/23

認知症になったあと、どう向き合い生きていくか

『ひとり暮らし認知症高齢者の「くらし」を考える』
中島 民恵子，久保田 真美/著
クリエイツかもがわ 369.2/ﾅｶ
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研修感想文紹介
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おしえて！トモちゃん レファレンス事例紹介 郷土の偉人編

参考資料
『兵庫県大百科事典 上巻』 神戸新聞出版センター/編・刊 C10/291.6/ﾋﾖ
『世界大百科事典 ６』 平凡社/刊 R/031/ｾｶ/6

7月 30日に小学校教諭初任者研修の一環として、川西市立久代小学校、及び清和台南小
学校から 2名の新任教員を実習生として受け入れました。実習の感想を以下に紹介します。

1、実習の感想、印象に残ったことなど
◆図書館で社会体験をさせていただく中で本を楽しんでもらうための工夫をたくさんされている

ことを知りました。まず、本の分類や整理についてです。分野ごとの数字の分類以外にも特定の

内容ごとに集めたり、背表紙に色シールを貼ったりするなど本を見つけてもらう工夫がされてい

ました。そして、本の紹介においても新しい本のコーナーやかつて人気だったコーナーなどがあ

り、ゆっくり見てみたいと感じました。研修で学んだことや本の魅力を学校に帰ったら子どもたちに

伝えていきたいと思います。

◆図書館での実習を通して、窓口業務だけでなく、配架や書庫の整理など様々なお仕事をし

てくださる方がいるからこそ、使いやすい図書館になっていることがわかりました。これまでは探し

ている本が、検索した場所や本棚の見出しの場所にあることをあたり前のように感じていました。

しかし、それは返却された本や、間違った場所にある本を元の場所に置いてくださっているから

だと気づきました。そのような日々の業務があるからこそ、中央図書館は多くの人に利用され続

けていると感じました。

２、実習したからこそわかる図書館のここを知って欲しい（PR）ポイント等
◆図書館にはたくさんの本が所蔵されていることを伝えたいです。絵本、紙芝居、雑誌、新聞、

点字本などさまざまな読み物がフロアにあります。それに加えて、書庫にもたくさんの本や雑誌、

新聞などが保管されていました。そして、読みたい本の予約や取り寄せもしてくださいます。図書

館にはさまざまな本がそろっているので、きっと読んでみたいと思っていた本や思いがけず興味

をひかれる本に出会えるはずです。皆さんもぜひ図書館に足を運んで、たくさんの本と出会い、

読書の楽しさを味わってみてください。

◆図書館の入り口すぐ左手にある「かつて人気があった本たち」コーナーです。映画化された小

説や、これまでたくさんの人が手に取ってきた本がずらりと並んでいます。予約がいっぱいで諦め

た本、気になっていたけれど読めていなかった本、話題になっていた本と出会えるかもしれませ

ん。どれを読んでもおもしろいことまちがいなしです！私は、実習で教えていただくまでは、このコ

ーナーがあることすら知らず通り過ぎてしまっていたので、みなさんにもぜひ知って、興味のある

本を手に取っていただきたいです。

上司小剣（かみつかさ しょうけん（本名：延貴（のぶたか））は 1874年、奈良に
生まれ、同年、神職の父と川西市多田神社に移り、小学校を卒業するまで川西市

で育ちました。読売新聞社に勤めるかたわら、執筆をはじめました。1947年死去。

質問：川西に関連する作家、上司小剣について知りたい

トモちゃん

1908年『灰燼（かいじん）』、1911年『木像』を刊行しました。1914年、『鱧の皮』が賞賛さ
れ、文壇での地位を確立します。川西市在住時の回想を踏まえた『父の婚礼』（1915年）の
ほか、『U新聞年代記』（1934年）などの傑作を数多く残した作家です。

上司小剣の作品は何がありますか？



1 2 3 4 5 6 おはなしのくに

7 8 9 10 11 12 13 おはなしのくに

14 登録グループ 15 16 17 18 19 20 おはなしのくに

21 英語読み聞かせ 22 23 24 25 26 27 おはなしのくに

28 29 30

9月
日 月 火 水 木 金 土

館内整理日

AM11:00(0～2歳児)
PM2:30(小学生)  

AM11:00(0～2歳児)
PM2:30(小学生)  

おはなしポムポム
AM11:00(一般・親子)

AM11:00(3歳児～就学前)  

AM11:00
(3歳児～小学生)

AM11:00(3歳児～就学前)
PM2:30(小学生) 

図書館カレンダー

※各行事につきましては、状況により急遽中止する場合があります。
また、参加者多数の場合は入場制限を行う場合もあります。ご了承ください。

電子図書館 新着書籍紹介
川西市電子図書館に入りました新着資料の一部をご紹介します。川西市

の図書館カードをお持ち方で、川西市在住・在勤・在学の方が電子図書館を

利用できます。右の QR コードからご利用ください。
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★お問い合わせ 〒666-0033 川西市栄町 25番 1号「アステ川西」内
☎：(072)755-2424

Web サイト https://www.lics-saas.nexs-service.jp/kawanishi/
川西市電子図書館 https://web.d-library.jp/kawanishi/g0101/top/ 川西市立中央図書館

Webサイト

川西市電子図書館

平日…午前 10時開館 午後 7時閉館 …午前 10時開館 午後 5時閉館 …休館

図書館登録グループ行事

ポムポムといっしょ読み 主催：「おはなしポムポム」

日 時 ９月 1４日（日） 午前 11時～11時 30分 場 所 5階 視聴覚室
内 容 絵本の読み聞かせ、わらべうた、手遊びなど
対 象 親子向け（未就学児まで） 問い合わせ 加藤さん ☎ 090-6963-7646

タイトル 著者、編集者など 出版者
1 傘袋でジッパー袋で！　最高においしい野菜が１年中、楽しく作れる本 ぽたろう KADOKAWA

2 磯野家の家じまい 相続・終活の専門家が教える幸せな実家のたたみ方 長谷川 裕雅 リベラル社

3 つい他人に試したくなるやっぱり読めそうで読めない漢字 現代言語セミナー KADOKAWA

4 精霊の守り人 電子版 （「守り人」シリーズ） 上橋 菜穂子 偕成社


